
学
校
の
建

伝
統
的
な
教
育
の
ま
ち
と
し
て

市
長
の
年
頭
の
加
政
方
針
の
鍔
四
に
一
数
は
平
均
が
一
ニ
、
四
一
一
一
一
郎
に
対
し
約
一
普
通
教
室
豆
、
特
別
教
室
一
二
、
管
理
職

一
は
寸
文
教
施
設
の
充
実
を
計
り
、
技
術
一
一
一
倍
の
六
、
七
五
二
坪
と
な
っ
て
い
る
一
国
民
主
ニ
と
な
っ
て
お
り
今
年
春
三
月
三

川
什
l
u
一
家
庭
科
教
育
お
よ
び
社
会
公
民
教
育
を
一
小
学
校
の
場
合
は
全
国
平
均
十
一
て
一
十
一
日
峻
工
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

夫
武
ニ
強
化
す
る
」
と
公
約
さ
れ
て
い
る
が
、
一
八
校
に
対
し
十
人
校
(
学
園
、
分
校
を
一
新
し
い
校
舎
を
学
び
屋
と
す
る
新
学

i

η

一
一
乙
れ
を
袈
書
き
す
る
と
と
く
新
年
に
入
一
含
む
〉
と
な
っ
て
お
り
、
校
舎
坪
数
で
一
期
へ
の
期
待
は
粟
淳
、
一
一
一
善
両
中
学
生

人

程

人

1
新
ニ
っ
て
一
ニ
芳
、
緊
刊
誌
統
合
中
学
校
の
建
一
の
比
校
で
は
平
均
一
か
六
、
七
五
二
均
に
一
の
聞
に
大
き
く
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る

田
医
日
ニ
築
を
は
じ
め
、
官
田
小
学
校
講
堂
、
平
一
対
し
八
、
四
九
三
坪
(
一
=
5
%
弱
)
一
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

行
沼
集
谷
川
一
一
野
小
学
校
談
話
と
学
校
建
築
が
相
つ
い
一
と
な
っ
て
い
る
。
一
②
菅
回
小
学
校
講
堂
改
築

廷
漏
刊
ニ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
新
年
度
よ
り
当
該
一
①
粟
津
、
三
善
統
合
中
学
の
新
一
菅
田
小
学
校
(
同
校
長
大
森
始
長
氏
、

3

戸

時

ま

の

慨

月

一

一

学

校

の

生

徒

は

楽

し

い

授

業

が

受

け

ら

-

築

一

生

徒

数

六

五

O
、
学
級
数
一
五
〉
で
は
一

九
総
(
一
一
れ
る
よ
う
整
備
さ
れ
っ
、
あ
る
。
一
前
七
O
号
で
粟
沖
、
一
二
苔
の
統
合
中
一
か
ね
て
全
校
小
学
校
講
堂
づ
か
危
再
開
校
舎
一

ー
し
一
大
洲
市
は
中
江
藤
樹
先
生
の
用
品
川
を
一
学
校
の
経
過
に
つ
い
て
詳
報
し
た
が
、
一
と
し
て
改
築
を
希
望
陳
情
を
重
ね
、
市
一

一
受
け
伝
統
的
に
教
育
熱
心
な
町
な
の
で
一
統
合
中
学
校
(
学
級
数
一
(
〕
、
生
徒
数
一
で
は
国
に
対
し
改
築
の
申
請
を
し
て
理
一
木
造
平
聖
法
屋
根
厚
担
ス
レ
ー
ト
草
堂
も
元
幼
稚
閣
跡

一
教
育
効
果
を
あ
げ
る
た
め
の
施
設
の
盤
一
四
六
四
〉
の
学
校
径
一
対
は
現
一
果
作
中
学
一
事
者
、
市
教
委
一
本
と
な
っ
て
改
築
起
一
の
詩
吹
は
ぜ
涼
一
四
四
坪
で
準
備
室
の
一
へ
の
新
築
士
事
が

一
備
は
市
民
の
長
も
期
待
す
る
と
と
ろ
で
一
校
の
校
池
内
で
着
々
と
建
築
の
歩
武
が
一
動
を
し
て
い
た
が
こ
の
ほ
ど
の
国
庫
補
↑
外
に
パ
イ
プ
構
造
の
廊
下
十
一
一
時
と
な
一
ぎ
る
十
二
月
一
一
十

一
あ
る
0

十
進
め
ら
れ
て
い
る
。
工
事
は
市
山
口
一
事
賀
一
助
金
七
六
コ
一
、
五
0
0円
を
え
て
改
第
一
つ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
工
事
と
は
別
↑
六
日
よ
り
始
め
ら

A
V

一
な
お
、
こ
れ
を
全
国
的
に
大
洲
市
と
一
の
大
隅
建
設
(
代
表
者
大
限
茂
一
氏
こ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
一
に
炊
事
場
も
建
増
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
一
れ
て
い
る
。
勺

T
一
人
口
及
び
産
業
構
造
を
同
じ
く
す
る
市
一
が
一
、
二
六
O
万
円
(
う
ち
国
庫
補
助
一
る
。
一
て
お
り
、
小
高
い
丘
の
上
の
あ
ざ
や
か
一
こ
の
工
事
は
市
〈

h
一
平
均
と
の
仲
押
収
を
と
っ
て
み
る
と
、
巾
一
金
て
八
五
五
、
八
O
O円
)
で
請
負
い
一
工
事
は
海
山
の
大
川
建
設
(
代
表
者
一
な
色
を
し
た
君
主
は
教
育
の
聖
堂
と
し
一
内
平
野
町
の
h
甲

て
一
学
校
の
場
合
、
全
国
平
均
で
の
学
校
数
一
現
在
材
の
切
組
み
の
作
業
な
ど
計
画
に
一
秋
田
久
泌
氏
〉
が
五
六
四
九
干
円
で
詔
一
て
菅
田
地
区
民
の
教
育
熱
を
象
徴
す
る
一
吉
一
氏
が
士
費
五

付
一
は
五
、
四
校
が
大
洲
市
は
十
三
校
争
一
従
っ
て
約
三
割
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
一
負
い
昭
和
三
十
七
年
一
一
一
月
三
十
一
日
三
も
の
と
な
る
つ
。
一
、

O
九
五
千
円

配
一
園
を
含
む
〉
と
な
っ
て
お
り
施
設
の
坪
一
校
舎
は
木
造
二
階
建
瓦
廷
の
建
物
で
一
で
に
竣
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
二
③
平
野
小
学
校
講
堂
新
築
一
(
う
ち
国
庫
補
助

戸
一

-
Z
E
-
-
B
E
E
-
-
E
F
E
E
Z
E
-
5
2
E
i
E
i
-

一
平
喜
野
小
幸
』
宇f
校空(校雲長育葉主木玉世妻笑芸氏、一

τ
王
九
主
五
四
千

5円5〉
で

住
徒
数
回
七
O
、
学
級
数
一
二
)
の
講
一
請
負
い
黙
る
=
一
月

各内市中
品紙報広の③
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おお宰毘毘呈号

ヨl 
越
さ
れ
た
時
は

必
ら
ず

l 

住
民
登
録
を

7 第(1) 

12月末市の人口

世帯数 9，831 

人 に144，944 
よ

い

暮

し

出生 51 前畑 31

死亡 33 離婚 5 

あ
い
つ
ぐ

(597名)

日

ト

内

向

日

一

ょ

白

川

町

む

幻

自

明

日

下

地

一

大

洲

保

育

所

の

落

成

近

し

一

身

体

障

害

者

の

兄

一

裂

小

る

も

の

で

一

日

日

目

立

川

日

時

日

比

詰

訪

日

新

谷

保

育

所

は

定

員

増

一

み

な

さ

ん

ヘ

ー
と
建
物
昼
間
小
一
童
委
、
市
理
事
者
の
み
な
さ
ん
の
お
↑
大
洲
保
育
所
は
建
物
が
需
化
し
改
一
ま
た
、
新
谷
保
育
所
も
定
員
が
十
五
一
み
な
さ
ん
の
中
で
身
体
障
署
職
業

」
学
校
講
堂
と
同
じ
一
蔭
で
子
供
遣
も
大
い
に
喜
ん
で
お
り
、
一
築
が
急
が
れ
て
い
た
が
去
る
十
月
二
十
一
名
器
さ
れ
一
五
O
名
牧
容
の
保
育
所
一
訓
練
所
在
議
事
に
入
所
し
て
将

事
一
く
木
造
平
屋
量
一
更
に
平
野
地
区
に
は
大
集
会
場
が
な
か
一
自
国
庫
補
助
金
七

O
万
円
(
ろ
議
費
一
と
な
る
た
め
施
設
の
鉱
素
話
さ
れ
一
来
技
術
者
と
し
て
自
立
更
生
を
希
望
さ

ヱ
一
摂
厚
型
ヌ
レ
1
ト
一
っ
た
の
で
不
便
で
あ
っ
た
が
講
堂
建
築
一
補
助
一
一
一
O
万
円
〉
を
え
て
工
事
に
着
手
一
て
お
り
、
保
育
事
業
も
い
よ
い
よ
充
実
一
れ
て
い
る
人
は
左
記
参
照
の
う
え
福
祉

校
一
葺
一
一
一
一
O

坪
で
工
一
で
地
区
民
の
受
け
る
恩
宮
大
き
い
」
一
し
ま
も
よ
く
震
の
運
び
と
な
っ
て
、
一
さ
れ
る
こ
と
こ
な
る
。
一
事
務
所
へ
お
越
し
下
さ
い
。
詳
し
く
御

三
事
は
現
在
原
材
料
一
と
云
っ
て
お
ら
れ
、
地
区
民
に
と
っ
て
一
る
。
ふ
工
事
は
柏
木

L

l

一

中

一

の

吹

集

が

行

わ

れ

一

段

工

を

望

む

心

は

ま

さ

に

一

白

午

秋

の

一

色

一

一

瀬

幸

男

氏

が

工

費

一

相

談

い

た

し

ま

す

。

告

書

訓

練

所

一

て

い

よ

い

よ

喜

一

思

い

で

雪

。

一

四

一

一

八

万

円

で

宮

、

及

び

光

明

察

に

は

、

県

立

、

国

立

が

あ

:

一

的

工

事

が

行

わ

れ

一

一

b

り
ま
す
。

百

五

一

一

工

事

を

す

〉

め

て

い

る

善

一

も

の

で

木

造

平

屋

建

一

三

一

O
一
、
主
坪
の
ツ
1
卜

兄
一
ン
カ
ラ
l
の
美
し
い
建

司
一
物
が
来
る
三
月
二
十
五

日
一
日
ま
で
に
出
来
あ
が

1
1
一
る
。
建
物
内
は
遊
戯
室

長
二
、
保
育
室
二
、
乳
児

堂
一
ほ
ふ
く
室
一
、
事
務
室

講
二
、
医
務
室
一
な
ど
か

校
一
ら
な
り
完
成
の
四
月
か

学
一
ら
は
定
員
一
ニ
O
名
が
増

ha
一
加
き
れ
て
九
O
名
が
牧

U
一
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

E
-
て
い
る
。

寄

生

患

の

い

な

い

へ

…
大
洲
市
寄
生
虫
予
防
実
施

…
計
画
に
つ
い
て
の
評
価

愛

媛

県

寄

生

虫

予

防

協

会

愛

媛

県

国

保

連

合

会

昨
年
行
っ
た
市
民
の
一
せ
い
柿
便
ど
寄
生
虫
駅
除
の
市
口
問
滝
動
に
つ
い
て
愛
媛
県
寄
生
虫
予
防
会
、
雪
媛
一

県
国
保
連
合
会
よ
り
左
の
如
き
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。
お
互
は
こ
の
評
価
を
去
に
し
十
一
市
民
が
健
康
で
明
.
一

る
く
伯
ら
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
大
洲
市
か
ら
寄
生
虫
春
一
匹
も
い
な
い
町
に
す
る
よ
う
一
大
市
民
運
一

動

を

す

す

め

よ

う

。

一

評
価
-
住
田
町
か
自
ら
の
体
験
か
ら
公
衆
衛
生
忠
一
ら
れ
食
生
屈
の
指
導
上
に
も
問
題
が
出

一
、
意
義
、
目
標
を
示
し
た
こ
一
惣
の
向
上
を
み
る
結
果
と
な
る
で
し
ょ
一
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と

一

ぅ

。

こ

こ

で

大

切

な

こ

と

は

事

前

の

P
一
彦
媛
寄
生
虫
予
防
協
会
が
P
R運
動

市
が
寄
生
虫
予
防
運
動
を
「
健
康
を
一

R
同
事
後
の
宣
伝
に
カ
を
入
れ
る
必
一
の
際
「
豊
富
閥
か
ら
も
山
腕
部
セ

守
る
運
動
の
一
環
」
と
し
て
方
針
主
要
の
あ
る
こ
と
で
す
。
集
団
と
し
て
の
一
は
相
当
に
霞
ぐ
す
り
の
童
票
清

ら
か
に
し
こ
れ
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
一
成
果
を
正
し
く
評
価
し
て
知
ら
せ
て
お
一
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
」
と
感
担
を
述
べ

た
こ
と
は
と
か
く
他
の
町
村
で
は
忘
れ
一
〈
努
力
を
し
な
け
れ
ば
還
問
一
か
年
を
追
一
て
い
た
が
、
に
も
拘
わ
戸
内
ず
山
胸
部
に

て
ち
で
す
が
非
常
に
室
用
な
こ
と
で
す
一
っ
て
消
滅
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
一
政
厚
な
胴
上
虫
寄
生
を
み
た
ζ
レ
」
も
一
つ

寄
生
虫
問
題
は
そ
の
性
格
が
普
一
倒
的
一
三
、
調
査
活
動
と
し
て
の
得
る
一
の
課
題
と
さ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

な

る

が

故

に

賀

市

の

よ

う

に

目

的

、

意

一

べ

き

も

の

一

回

、

医

療

費

の

軽

減

と

労

仇

力

識
的
に
ζ
れ
を
運
用
す
る
ζ
と
に
よ
り
一
地
域
に
よ
る
特
徴
が
結
果
に
明
確
に
一
の
向
上

住
民
は
悶
保
へ
の
理
解
を
埼
す
こ
と
に
一
み
ら
れ
て
お
り
柳
沢
な
ど
山
胸
部
に
畑
一
十
二
時
限
虫
保
有
者
ば
医
学
的
に
も

な
る
で
し
ょ
う
。
一
虫
の
多
い
乙
と
は
学
説
に
一
致
し
て
お
一
「
淋
花
性
の
病
人
L

と
さ
れ
て
い
ま
す

二
、
住
民
の
教
育
、
組
織
運
動
一
り
生
活
様
式
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
一
が
と
れ
や
七
百
人
も
発
見
し
た
と
と
じ

と
し
て
一
横
川
股
虫
の
多
か
っ
た
こ
と
も
驚
く
一
た
い
が
大
き
な
成
果
で
す
。

P
R
の
後
直
ち
に
検
査
駆
虫
を
実
践
一
べ
き
こ
と
の
一
つ
で
す
が
「
ア
ユ
」
の
一
一
人
平
均
一
割
五
歩
の
労
山
力
低
下

に
移
さ
れ
組
術
的
に
仕
事
を
す
る
た
め
↑
昨
に
去
る
調
理
な
ど
が
主
な
原
閃
と
み
一
と
す
る
学
説
か
ら
し
で
明
仇
力
低
下
を

う新成人者おめでと

記

一
、
相
官
同
時
県
江
身
体
障
害
者
更
生
指
場

所
、
電
気
科
(
ラ
グ
オ
、
テ
レ
ピ
〉

洋
裁
科
、
時
計
科
、
編
物
科
、
和
裁

科
二
、
愛
媛
県
立
光
明
賢
、
拷
降
、
は
り

き
ゅ
う

一
ニ
、
賢
一
綬
県
セ
新
居
段
後
保
護
指
導
所

(
結
山
内
性
疾
思
考
で
治
療
者
)
洋
裁

科
、
和
裁
科
、
電
気
科
(
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ピ
〉
農
芸
一
雨
産
科

四
、
国
有
県
営
広
島
身
体
障
害
者
職
業

訓
練
所
、
経
理
事
務
科
、
理
容
科
、

洋
服
科
、
一
議
股
科
、
ミ
V
ン
修
理
科

洋
裁
科

防
ぐ
意
味
で
担
当
な
喜
重
い
と
め
一
し
地
区
組
織
の
逐
埋
ま
り
強
力
な
一
五
、
国
立
犬
阪
身
体
障
害
者
職
業
訓
練

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
蝿
虫
の
大
一

P
Rを此
U
」
り
し
た
こ
と
が
対
象
者
の
五
一

一

一

所

(

広

島

に

全

じ

)

量
検
出
で
い
わ
ゆ
る
「
何
と
な
く
体
が
一
六
%
を
受
診
せ
し
め
る
と
い
う
好
結
果
一

ゼ
る
い
っ
胃
の
具
合
長
い
」
と
い
う
一
を
産
ん
だ
も
の
と
思
い
ま
す
。
一
六
、
悶
章
一
毒
体
障
害
職
業
補
導

何
気
寸
前
の
人
々
が
た
ち
ま
ち
半
減
す
一
更
に
検
便
賓
の
市
費
負
相
ぽ
英
断
で
一
所
(
広
島
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が

る
乙
と
は
明
か
で
す
。
一
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
そ
の
費
用
は
一

7
ヰ
キ
ン
人
形
科
が
加
え
ら
れ
る
)

五
、
集
団
駆
虫
の
効
果
一
鈎
虫
思
#
百
人
程
度
の
発
見
で
生
産
一
七
、
国
立
神
一
同
光
明
察
及
び
国
立
東
京

集
団
か
ら
一
拠
に
大
室
の
駆
虫
を
竹
一
力
の
増
加
な
ど
の
失
格
回
復
と
な
っ
て
一
光
明
寮
(
県
立
光
刷
演
と
同
じ
で
あ

う
こ
と
は
、
以
後
そ
の
地
域
で
排
出
さ
一
取
り
も
ど
さ
れ
る
こ
と
が
学
説
上
明
ら
一
る
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
が
加
え
ら
れ

れ
る
卵
の
総
数
は
五
分
の
一
以
下
と
な
一
か
で
す
。
し
か
し
貴
市
の
場
合
側
虫
が
一
る
)

り
再
感
染
予
防
に
絶
対
的
な
効
果
が
あ
一
波
厚
な
淫
浸
と
み
ら
れ
ま
す
の
で
年
-
等
よ
り
入
所
(
寮
)
生
を
募
集
中
で
あ

り
ま
す
。
特
に
鈎
虫
の
場
合
に
は
虫
一
二
回
=
一
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
さ
れ
る
必
一
り
ま
す
の
で
希
望
者
は
二
月
十
日
ま
で

体
数
が
害
に
正
比
例
し
ま
す
で
投
薬
後
一
一
安
が
あ
り
ま
す
。
一
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

例
え
ば
体
内
生
き
磁
る
虫
が
あ
っ
た
と
一
な
お
次
表
は
第
一
次
検
便
の
時
寄
生
一

i
l
i
l
-
(
j
i
l
-
-
(
{

し
で
も
そ
の
効
果
は
充
分
認
め
ら
れ
ま
一
虫
の
お
っ
た
人
に
注
虫
警
告
飲
ま
せ
た
一

L
一

回

屯

灯

料

金

に

も

定

す

。

一

後

、

検

便

し

た

結

果

表

で

寄

生

虫

保

有

一

'
H
叫
す
街
制
と
メ
ー
タ
ー
制

六
、
総
合
的
に
み
て
一
者
は
約
半
分
に
へ
っ
て
い
ま
す
。
一
;
ぺ
山
占
ま
が
あ
る
よ
う
に
華
同

運

動

に

当

っ

て

ま

ず

震

を

明

確

に

一

一

お

叩

問

料

に

も

定

調

査

「

4Hill--ヨ
I
1
1
4
1
1
1
4
4
-一

こ

三

警

の

二

つ

の

制

度

一
畳
一
関
一
叩

1
2
2
1
1
Z三
目
立
叫
が
あ
り
ま
す
が
、
大

一
恥
耳

4
3「
l
明

1
i
4
4
d
l
1引
刊

i

一↑

Z
E
m

金

洲

軍

事

局

は

白

一F
一

ぎ

う

↑

一

一

軍

宅

四

時

動

屯

話

に

切

替

わ

り

と

の

つ

捌

|

制

判

例

制

叶

叫

州

川

村

判

別

一

一

如

出

動

ま

す

と

成

数

制

に

な

J
弓
ー
恥

f
l
i
-
-
4
4
4
b
1
1
4一
一
章
一
度
り
、
市
内
通
話
一
度

覧
一
位
一
ぃ
諮
問
一
乃

?

7

2

2

り

一

一

自

e

毎
に
七
円
の
度
数
料

一

陽

司

叩

両

4吋
叫

叫

d
d判

吋
判
判
一
一
金
を
い
た
だ
く
こ
と
足
り
ま
す
。

r拘
1
下
1
1
1
1
1いい
|

i

l

一
一
現
在
の
使
用
料
提
本
料
と
華
料

一

凶

叶

刻

寸

夜

回

特

何

回

引

田

ω
辺
タ
山
崎
日
一
一

検

一

尉

宇

一

一

一

に

分

か

れ

ま

し

て

大

洲

局

の

場

合

、

基

後
-
間
引
詞
3
叫
付
期
』
4州
一
一
本
料
五
O
O円
華
料
は
お
か
け
に
な

次
官
柳
勅
均
一

1
一
一
っ
た
回
数
に
応
じ
て
計
算
寸
y
る
こ
と
に

一

一

両

院

干

オ

4
4
1
4
4円
1
4一

一
な
り
ま
す
の
で
ご
了
知
下
さ
い
。

主
才
一
査
員
一

c
t
u
m
m
M
m
ω

印

M
m
m凶
江
山
一
一
な
お
先
方
か
ら
か
か
っ
て
来
た
場
合

賞

一

検

人

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l同

一
一
に
は
度
数
料
は
不
要
で
す
。

L
回
¥
帆
ト
↑
洲
野
米
田
川
沢
谷
善
喜
戒
十
〈
自
動
活
訴
の
切
相
官
は
九
月
末
以
の

ム

乍

一

大

平

献

菅

大

仰

新

三

苫

信

号

対

(

大

洲

電

報

電

話

局

)



(2) 

s

t

a

市
県
民
税
が
大
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
た
母
と
子
の
世
帯
の
み
を
対
象
し
て
お
二
、
児
童
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
一
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
は
一
一
一
0
0円
を
加
算
し
た
額
が
支
給
さ

T
十
品
-
・
巾
に
改
正
、
申
告
一
一
年
間
に
六
カ
月
以
上
あ
な
た
の
事
一
り
、
夫
と
離
別
し
た
母
と
子
の
世
也
市
を
一
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
除
か
れ
ま
す
。
一
れ
ま
す
。

J
f
h

マ
、
制
度
と
な
り
そ
の
一
業
に
専
ら
従
っ
て
お
り
申
告
を
し
た
場
一
対
象
と
し
て
い
な
い
の
が
通
例
で
あ
り
一

1
、
日
本
国
民
で
な
い
と
さ
。
一

4
、
受
給
者
が
前
年
に
お
い
て
一
=
ニ
請
求
の
手
続
、

峰

。

い

あ

ら

ま

し

は

前

号

一

合

に

限

っ

て

。

一

ま

す

o
従
っ
て
、
失
点
離
別
し
た
母
子
一

2
、
日
本
圏
内
に
住
所
を
有
し
な
い
一
万
円
(
前
年
の
士
一
月
三
十
一
旦
前
記
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
資

は
は
っ
で
お
知
ら
せ
し
ま
一
1
、
県
民
税
で
は
1
1所
得
合
福
の
計
一
世
帯
に
つ
い
て
は
、
年
金
に
よ
る
所
得
一
と
き
。
一
に
お
い
て
義
務
教
育
終
了
前
の
児
一
格
の
あ
る
人
は
、
ま
ず
請
求
書
を
、

み

H

F

.

し
た
。
無
申
告
に
一
賃
上
五
万
円
を
限
度
と
し
て
控
除
一
保
障
の
湾
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
一

3
、

父

ま

た

は

母

の

死

亡

に

つ

い

て

一

室

を

維

持

し

た

と

き

は

、

児

童

二

市

役

所

社

会

謀

に

出

さ

な

け

れ

な

-

一

一

一

一

一

一

一

市

道

菅

田

役

場

線

(

起

点

菅

回

連

絡

一

と

な

り

行

わ

れ

る

も

の

で

、

現

在

一

日

叶

U

l
つ
い
て
は
九
万
円
一
さ
れ
ま
す
。
一
そ
れ
で
は
死
別
の
母
子
世
帯
・
ぞ
均
衡
を
一
安
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
受
賞
一
人
に
つ
き
一
ニ
万
を
加
算
す
る
)
を
一
り
ま
せ
ん
。
こ
の
費
以
替
を
出
し
ま
一
一

大
除
の
基
礎
震
の
み
一
2
、
市
民
税
で
は
所
得
割
高
め
一
欠
く
こ
と
足
り
、
芝
、
母
子
草

7る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

7
2
2有

し
た
と
き
は
、
一

Z権
利

の

言

宗

主

E
一
霊
よ
り
ニ
ゴ
リ
池
ま
で
喜
一
米
、
一
平
均
一
一
五
人
の
護
者
が
悪
天
候
の
中

り
空
あ
な
た
の
扶
裏
一
る
あ
な
た
の
斤
号
制
額
か
ら
一
人
一
以
外
に
、
父
母
の
待
て
い
る
児
主
た
だ
し
、
完
全
額
に
つ
き
そ
の
一
そ
の
年
の
五
月
か
ら
翌
年
の
四
月
一
要
通
じ
て
裁
定
通
知
書
宣
言
一
霊
一
-
一
ニ
患
の
路
町
改
良
工
事
は
一
に
全
一
月
中
旬
完
成
毒
し
て
吉

野
討
族
の
挟
霊
堂
一
に
つ
い
て
一
一
一
色
円
譲
さ
れ
ま
一
祖
父
母
、
兄
姉
そ
の
他
の
者
が
養
い
育
一
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
は
一
ま
で
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
こ
れ
と
同
時
に
児
童
扶
養
手
喜
一
一
般
失
業
対
策
主
と
し
て
去
る
士
二
な
工
事
を
行
っ
て
お
り
地
元
の
人
に
感

'

問

主

は

じ

め

病

気

で

医

一

す

。

一

て

て

い

る

高

志

く

あ

り

ま

せ

ん

。

一

除

か

れ

ま

す

。

一

5
、
受
給
者
の
望
者
の
所
得
に
つ
一
草
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
乙
の
通
知
書
一
月
一
日
か
ら
工
事
足
め
ら
れ
て
い
る
一
謝
さ
れ
て
い
る
。

部
川
刊
従
者
に
か
か
っ
た
医
一
乙
れ
等
に
つ
い
て
も
申
告
し
た
場
合
一
こ
の
法
律
は
、
以
上

2審
議

7、
児
童
の
父
叉
は
母
の
死
亡
に
つ
一
き
、
草
分
の
所
得
税
額
が
あ
る
一
と
荘
重
指
定
し
た
郵
便
局
に
主
主
一
月
一
日
現
在
で
工
事
の
約
九
割
が
一
乙
の
道
路
の
震
に
よ
っ
て
沿
線
の

司
門
事
療
費
等
の
控
除
土
に
の
み
控
除
さ
れ
申
告
を
し
な
い
場
合

τ、
経
済
的
差
で
あ
る
父
主
主
い
て
の
遺
族
補
償
を
受
け
て
い
る
一
と
き
。
一
て
行
け
ば
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
童
、
ほ
ど
な
く
完
成
す
る
こ
と
に
な
一
智
一
一
O
一
回
、
玉
O
売

会

直

接

受

一
環
民
全
然
認
め
ら
れ
な
一
議
員
の
場
合
市
民
税
の
場
合
も
一
同
じ
く
し
て
い
な
い
兜
章
の
帯
に
手
一
と
き
及
び
給
付
の
事
由
が
発
生
し
一
5
、
対
象
児
童
の
母
で
あ
る
受
給
者
一
自
分
で
手
当
が
も
ら
え
る
か
、
ど
一
っ
て
い
る
。
一
益
す
き
と
に
な
り
農
民
の
峻
工
へ

は
噴
い
の
で
洩
れ
な
く
一
控
除
さ
れ
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
。
一
事
支
給
し
、
も
っ
て
号
車
の
一
て
六
室
経
過
し
て
い
な
い
と
き
一
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
扶
義
務
者
一
う
か
わ
か
ら
な
い
と
き
、
請
求
書
一
と
の
失
業
対
策
の
事
業
経
費
は
労
務
一
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が
雲
。

同
国
甲
車
三
月
二
十
旦
乙
の
度
の
改
正
の
方
向
は
す
べ
て

E
一
増
進
を
は
か
る
た
め
な
架
さ
れ
た
も
の
一

5
、
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
一
で
生
計
を
同
一
に
し
て
い
る
も
の
一
等
く
わ
し
い
乙
と
は
、
市
役
所
社
会
一
費
の
%
と
資
材
費
の
弘
が
悶
庫
補
助
一

ー
¢
に
ま
で
に
申
告
亡
い
申
告
に
よ
る
所
得
の
計
算
、
控
生
で
あ
り
ま
す
。
一
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
一
の
所
得
に
つ
き
、
毒
以
外
の
宣
言
お
た
ず
ね
く
た
さ
い
。
一

ァーヘ

k
寸

を

し

な

け

れ

ば

な

一

の

計

算

で

あ

り

無

申

告

は

控

除

を

行

は

一

手

当

の

支

給

要

件

は

、

一

い

る

と

き

。

一

で

あ

る

受

給

者

に

あ

っ

て

は

そ

の

一

時

到

。

一

+
事
ル
イ

l

り
ま
せ
ん
。
一
な
い
と
い
う
結
論
と
な
り
ま
す

o
E一
一
、
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
ま
一

6
、
児
童
主
控
室
さ
れ
て
い
一
扶
養
護
者
で
受
給
者
の
告
を
一
言
の
支
給
を
受
け
る
権
利
時
一

回

i
B

市
民
の
大
半
を
一
詳
し
い
一
事
は
税
務
課
へ
問
い
合
せ
下
さ
一
を
異
に
す
る
児
童
一
る
と
き
(
児
主
福
祉
法
に
よ
り
)
一
維
持
す
る
も
の
の
所
得
に
つ
き
前
一
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
抽
出
に
一

し
め
る
箆
家
や
商
家
で
あ
な
た
の
息
子
一
ぃ
。
一
一
一
、
父
が
死
亡
し
た
児
童
一
二
、
母
叉
一
は
建
背
者
が
次
の
い
ず
れ
か
-
年
分
の
所
得
税
指
が
別
に
定
め
る
一
か
か
り
手
当
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
一

さ
ん
遣
さ
ん
が
霊
に
つ
い
て
い
る
一
一
人
も
れ
な
く
申
告
い
た
し
て
そ
系
震
で
あ
る
児
章
一
に
蓄
す
る
と
き
は
支
給
さ
れ
亘
書
以
上
で
あ
る
と
き
。
一
す
か
ら
早
め
に
要
し
て
下
さ
い
。
一

時

は

事

業

専

従

者

控

除

が

行

は

れ

る

こ

一

一

四

、

〈

え

が

生

死

不

明

の

尼

章

一

ん

。

一

支

給

金

額

は

、

一

な

お

z
一
月
以
後
支
給
要
件
に
該
当
一

.

一

し

ま

よ

う

一

〈

l

一

一

一

一

#
一
と
に
な
り
ま
し
た
o

一

一

五

、

父

カ

ヨ

き

続

き

一

年

以

上

遺

棄

し

一

1
、
日
本
国
民
で
な
い
と
き
。
一
月
を
単
位
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
一
す
る
に
い
た
っ
た
方
は
、
す
ぐ
に
認
一

叶

ニ

ー

ー

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
l

一

て

い

る

児

童

一

2
、
白
木
園
内
に
住
所
を
有
し
な
い
一
が
、
そ
の
額
は
児
童
一
人
の
場
合
は
一
定
の
棄
を
し
て
下
さ
い
。
手
当
は
一

酬

¥

-

i

‘
‘
・
b

H

-

F

j

h

一

六

、

父

が

法

令

に

よ

り

引

だ

さ

続

き

一

年

一

と

き

。

一

八

O
O円
、
一
一
人
の
場
合
は
一
、
三
受
給
資
格
が
請
求
し
た
日
の
属
す
る
一

日
付
山
笠
翠
ヰ
喰
ハ
陸
連
記
主
主
-
一

-
E

一
以
上
拘
禁
告
れ
て
い
る
児
童
一

3
、
母
子
霊
年
金
そ
の
他
の
公
的
一

0
0円
、
た
だ
し
三
人
以
上
の
場
合
一
月
の
脅
か
ら
支
給
さ
れ
る
か
ら
で
一

i
ノコ
E
一
語
ゴ
」

-3
三
、
一
一
一
〈
一
七
、
京
婚
姻
(
事
実
婚
を
含
む
)
に
一
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き
。
一
は
一
、
二
O
O円
に

そ

の

児

童

の

う

一

す

。

↑

裁

定

請

求

に

つ

い

て

一

主

主

雑

草

の

も

の

一

li

行
問
問
は
五
同
日
ド
き
r
o
l
l
!

一

一
を
母
が
監
護
し
て
い
る
場
合
及
び
母
が
一

:

i

S

7

v

-

他
に
養
老
院
(
四
八
名
〉

…
児
童
扶
養
手
当
昔
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
一
一
十
九
一
一
な
い
か
若
し
く
は

Z
Zい
も

一

歳

求

た

す

け

あ

J

い

穴

2
2
5祉

施
設

日
法
律
第
二
三
八
号
と
し
て
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
…
一
の
、
母
以
外
の
者
カ
養
育
し
て
L
る
場
一

J
R
Y
-
Z
M

〈
七
三
名
〉

一
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
O

一

一

aEE---Eze---EE--SEE---z==zE=EE---2ZE--az--e

大
洲
病
院
他
一

O
病
院
(
六
九
名
)

母
子
世
帯
に
は
社
会
的
経
済
的
に
困
一
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
σ
母

子

世

一

以

上

の

父

と

は

雇

上

の

正

式

の

父

一

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

逗

二

五

、

九

C
C円
を
贈
り
ま
し

窮

し

て

い

る

事

例

が

多

い

と

と

は

話

題

一

帯

の

所

得

保

障

を

は

か

る

制

肢

と

し

て

一

の

ほ

か

に

母

が

当

一

時

児

童

を

懐

胎

し

た

一

リ

穴

の
統
計
の
一
示
す
と
と
4

円
で
あ
り
、
母
子
百
、
母
子
福
祉
年
金
を
は
じ
め
各
種
の
一
当
時
母
と
事
実
婿
関
係
に
あ
っ
た
者
、
一
昨
年
十
二
月
中
を
歳
末
た
す
け
あ
い
況
を
地
区
E
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
尚
、
豆
組
合
婦
人
会
(
日
赤
奉
仕
図

書
官
の
母
が
児
童
を
謹
賀
す
る
努
力
を
一
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
れ
一
す
な
わ
ち
事
実
上
の
〈
丸
を
含
み
ま
す
。
一
運
動
月
間
と
し
て
恵
ま
れ
な
い
人
々
の

経
済
的
に
援
助
す
る
必
要
か
あ
る
こ
と
一
ら
の
制
度
は
、
い
ず
れ
も
夫
と
死
別
し
一
支
給
の
制
限
は
、
一
た
め
に
皆
様
方
の
こ
同
情
を
お
願
い
し

一
主
主
主
主
一
一

Ez--目

ZEE--一一言
iEi--=ZEE-=EE--一
手
一
た
と
こ
ろ
、
深
い
と
理
解
と
ど
協
力
を

・
:

i

t

l

j

-

い
た
だ
き
現
金
一
一
一
八
・
六
七
八
円
の

「
丸
高
田
ゆ
豊
通
遺
戸

3
b人
芸

集

に

一

他

主

月

用

品

が

沢

山

集

ま

り

ま

し

た

λ
4
口
μ一
一
、
必

G
ι
m
U
聾

町

L

コ

ュ

亡

一

ζ
の
内
に
は
大
洲
労
協
、
市
地
区
安

t
i
y
v
-
t

一
員
会
、
市
連
合
婦
人
会
、
大
洲
公
民
館

会
明
選
挙
運
胞
で
は
、
乙
の
ほ
ど
次
一
を
行
な
い
、
正
し
い
政
治
に
よ
っ
て
一
主
催
の
第
四
回
市
民
演
芸
大
会
の
純
益

の
よ
う
な
要
領
に
よ
り
、
公
明
選
挙
の
一
よ
い
国
づ
く
り
、
よ
い
町
つ
く
り
を
一
金
一
一
、
八
六
O
円
の
寄
付
が
含
ま
れ

歌
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
し
た
い
も
の
で
す
o
こ
う
し
た
意
味
-
て
お
り
ま
す
。

多
数
ご
応
募
下
さ
い
。
一
を
盛
っ
た
歌
を
ひ
ろ
く
一
般
か
ら
募
一
早
速
、
市
内
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
の

一
、
募
集
の
趣
旨
一
集
し
、
よ
い
歌
を
選
び
そ
の
歌
を
通
一
皆
さ
ん
や
施
設
に
入
所
の
方
々
に
お
悶

わ
?
と
し
た
ち
の
く
ら
し
を
、
ゆ
一
じ
て
公
明
選
挙
が
一
層
推
進
さ
れ
る
一
い
た
し
ま
し
た
。
各
方
面
よ
り
お
礼
状

た
か
に
し
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
一
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
一
が
届
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ど
報
告
い

る

に

は

、

よ

い

政

治

が

行

な

わ

れ

な

一

す

。

一

た

し

ま

す

。

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
そ
れ
に
は
主
一
二
、
応
募
規
定
一
大
変
お
そ
く
な
り
ま
し
た
が
金
品
を

権
者
で
あ
る
わ
だ
く
し
た
ち
が
、
正
一
ィ
、
形
式
一
ど
寄
付
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
紙
上
を

し
い
政
治
を
行
な
う
わ
だ
く
し
た
ち
一
自
由
で
あ
る
が
、
概
ね
一
節
は
六
一
も
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

の
代
表
を
、
明
る
い
、
き
れ
い
な
選
一
行
以
内
、
=
一
節
以
内
ぐ
ら
い
で
す
非
一
な
お
、
参
考
ま
で
に
こ
の
運
動
の
状

挙
に
よ
っ
て
選
ぶ
と
と
で
す
。
一
集
の
趣
旨
に
か
な
い
、
わ
か
り
や
一
品
FEE--=三
EE--======za--ZE--m

つ
ま
り
選
挙
は
政
治
の
も
と
で
あ
一
す
く
、
し
た
し
み
や
す
く
、
集
会
一
ハ
、
そ
の
他

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ほ
ど
大
切
一
の
場
な
ど
で
み
ん
な
で
斉
唱
が
で
↑

H

応
必
抗
原
稿
に
は
住
所
、
氏
名

な
選
挙
で
あ
る
の
に
、
そ
の
実
態
は
一
き
る
よ
う
な
も
の
。
作
曲
は
主
催
一
職
業
、
年
令
、
男
女
加
を
明
記
し

貿
牧
私
供
応
な
ど
の
想
質
な
違
反
が
一
者
で
専
門
家
に
依
頼
し
ま
す
。
一
て
く
だ
さ
い
。

多
く
、
な
か
な
か
さ
れ
い
に
な
り
ま
一
口
、
締
切
日
と
提
出
先
一
同
応
募
原
和
は
か
え
し
ま
せ
ん

せ
ん
。
乙
れ
で
は
わ
が
国
の
民
主
政
一
昭
和
=
一
十
七
年
二
月
末
日
ま
で
に
一
伺
入
賞
放
の
発
表
に
つ
い
て
は

治
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
り
っ
ぱ
に
一
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
園
、
一
若
干
歌
詞
の
修
正
が
あ
る
場
合

な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
o
こ
の
こ
一
東
京
市
政
会
館
内
、
公
明
選
挙
連
一
の
あ
る
こ
と
を
.
乙
一
本
知
下
さ
い

と

を

よ

く

理

解

し

、

き

れ

い

な

巡

挙

一

盟

一

同

入

比

政

は

自

由

に

利

用

さ

せ

昭和 37年2月10日

市
道
菅
師
役
場
線

成

近

し

l

11 

フじ

一
こ
の
団
体
倍
付
の
利
用
が
五
三
件
金
額

一にして一一一、

0
0
0余
万
円
に
上
り
、

一
⑦
簡
易
水
道
建
設

一
②
集
会
所
の
建
設

⑮且
F
d
閲
兵
の
共
同
購
入

⑨
テ
レ
ピ
共
同
聴
視
施
設
の
建
設

⑮
街
路
灯
の
建
設

⑥
用
排
水
胞
設
の
造
成

⑦
有
線
放
送
施
設
の
建
設

⑪
学
校
等
に
設
備
す
る
教
育
用
図
書

の
購
入

⑨
ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
設

等
に
利
用
さ
れ
、
生
活
、
文
化
、
生
産

の
向
上
に
大
き
な
伺
ら
き
を
し
て
ま

す。

苫~

主雲菌l毛主高著名主保急事2素そ「 一一一一一limFれい時三ら畠|共同福祉施設問用される簡|
里震富子時詩句jc|易保険の団体貸付のしくみ;1

記王室許ζ02芝翁委事号三重手| | 

jiiiiiiiii);日記長伝言告訴322EZ言語旨注目iE232鰐F皇団ド記号 ζ ド辞書柊2hi可1225量括開示E臨時間柔3起訴

iiii;iiijjiiiiiiiii1iiii!15iii;ii; 
碍尚喜きれ君。結言32富美ドE54詩2255議日書官言

i!;Eli-iiEiFiji1乍iiiijiiiii妥当時iii闘

、

ぃ、子詰問liS菩j i Z四九司祥事詩告訴P53 皇室白還揚
語訳内lすぎ122iiiiZ32if ii討議 号布三君
主臨時聖書予言伊丹空費第四回喜多郡大洲市夕食iiiH軒下型言語心電
草 草貯蓄意。湾首待問弓損害訴第一会青!持J4425 車 問iiiii;Ei isiiiihizzjiiSZ何時2255i望号251iて軍
部ijjziii iiiiiiiii技 li出iii駐留両よ

ぉ-

地
区
別
一
現

〉
及
び
大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

ハ
五
五
世
常
一
独
自
の
立
場
で
金
口
問
持
寄
運
動
を
実
施

(
二
、
ニ
o
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一
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一
さ
れ
児
童
福
祉
施
設
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配
分
世
帯
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ま
す
。配

分
世
常

l 

山 一ー
三てを て言

語宅金発壁在会賞て E
句者 し佳二い呈
_' ~表茎作筋金た ê i=: - _ 
ヱふとヲt 9 -r 1，- 王 ''"、ニエニニニユフ匂・フ匂 E三豆三一ー吃=ブ五

で開 表 。第五 き三!~ ~".;_ 
行量は に万 ま三|甘 E 九三塁三室豆宍三重円|金
沢言語 ぞ月完~ I:-c，八五三田口ニ五 一
ま報三 各三三 三 I吾 吾竺 0""三 Z22丈夫KI米
す、 十 二刀 e 1..2二、、 J
。そ七 千円 I~ ニニロ七 C 六七己

FJ年 円一一一一一一一 l三

大 病室セミ￥時 I~
庭襲雪 霊会更震手長霊

イr-. r-.で施 l山れ

5 3藷二塁主契走芸R
皇ニ亨ぷ三言王室芝内室

手ぷ gf害事そci 時完餅 Oん、 0

2tZ喜

上八三一新前大ー菅育平大
計須多 久

戒喜善谷沢川田米野洲

宜六、八
四三、=

一
穴
六
(
一
、
一
芸
名
)

Z
E
(

一
一
己
名
)

=
四
(
実
名
」

E

八
(
一
一
回
ニ
eph3

一
耳
(
七
z
一
名
)

一
言
(
一
一
三
名
)

E

一
(
一
八
一
一
一
名
)

士一一
(

E

I

一)名

号

ζ二コ 臣賞、、

六

(

六
五
名
)

7 第

イtiJ，

放
送

言電

帯

〈餅


